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荒
川
区
は
、
独
自
の
児
童
相
談
所

設
置
に
向
け
、
施
設
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
専
門
職
員
や
財
源
確
保

な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
虐
待
な
ど
様
々
な

原
因
で
困
難
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
い
、
支
援
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
ん
な
折
、
北
海
道
の
児
童

養
護
施
設
旭
川
育
児
院
（
下
写
真
）

を
視
察
し
ま
し
た
。
様
々
な
理
由
で

親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め

に
は
、
や
は
り
生
活
の
場
の
確
保
と

教
育
の
機
会
の
確
保

が
ど
う
し
て
も
大
事

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
育
児
院
で
は
、

地
域
の
篤
志
家
の
寄

付
で
高
卒
後
大
学
等

に
進
学
す
る
子
ど
も
に
返
済
不
要
の

奨
学
金
支
給
し
て
い
ま
す
が
国
、
自

治
体
か
ら
の
支
援
は
皆
無
。
日
本
の

政
治
の
現
実
は
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
約
束
し
た
武
器

購
入
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
回
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
10
月
22

日
に
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、

議
会
内
外
の
活
動
、
区
民
相
談
、
区

内
各
種
団
体
等
と
の
懇
談
、
調
査
研

究
な
ど
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
４
３

２
項
目
に
及
ぶ
予
算
要
望
書
を
西
川

区
長
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
に
よ
る
消
費
税
増
税
、

社
会
保
障
削
減
な
ど
く
ら
し
と
地
域

経
済
を
直
撃
、
格
差
と
貧
困
が
広
が

り
、
荒
川
区
政
の
あ
り
方
も
問
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
基
礎
自
治
体
＝
荒
川

区
は
、
「
住
民
の
く
ら
し
と
命
を
守

る
」
こ
と
が
第
一
の
責
務
で
す
。
日

本
共
産
党
荒
川
区
議
団
は
、
区
民
の

く
ら
し
最
優
先
の
予
算
編
成
を
求
め
、

だ
れ
も
が
大
切
に
さ
れ
る
荒
川
区
を

め
ざ
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
※
予
算
要

望
は
、
共
産
党
区
議
団
、
横
山
区
議

の
Ｈ
Ｐ
で
ご
ら
ん
に
な
れ
ま
す
）

☆荒川区政の各種情報・話題は…

横山幸次区議のホームページで

横山ニュースのバックナンバーも

４年分ＰＤＦでご覧になれます。

検索で「横山幸次」と入力して下

さい。ご意見もお寄せ下さい。

だれもが大切にされる荒川区へ
高齢者
▽介護保険料を引き下げ。

▽特養ホームや認知症グループホームなどの増設。

▽「ふろわり２００」を１回１００円、週２回に拡充し

た「ふろわり１００」の実施。

子育て世代
▽小中学校の教材教具・修学旅行など公費負担を拡大。

▽小中学校給食への公費負担を拡大し無料化をめざす。

▽就学援助基準を当面生活保護の１．５倍に緩和。

▽子ども医療費の無料化は、18歳まで拡大。

▽公設公営保育園の民営化を止め、公私ともに拡充して

待機児童を解消。

▽保育の質を確保するため「荒川区保育ガイ

ドライン」の作成。

▽学童クラスと「にこにこすくーる」の増設、充実。

命、人権、共生
▽国民健康保険料引き下げと多子世帯への減額。

▽高齢者、障害者などエアコン設置助成を来年度も実施。

▽高齢者、若い世代などへの家賃助成制度を創設。

▽ＬＧＢＴの人権擁護に向けた宣言、同性パー

トナーシップ証明書発行を実施。

▽「受動喫煙防止条例」の制定。

区内産業・地域経済活性化を
▽小規模事業者設備投資補助制度をより使いやすく

するため、いっそうの改善。

▽区内業者を使った住宅リフォーム、店

舗リニューアルに助成制度を創設。

▽スタートアップの支援や創業支援融資の拡充など

環境整備を行い、「創業・起業しやすいまち・荒川」

の魅力発信を。

▽暮らせる賃金の保障に向けて「公契約条例」制定。

震災・災害対策の強化を
▽感震ブレーカーと家具転倒防止の補助制度の拡充。

▽木造密集地域改善のため従前居住者用住宅など整

備して促進。

▽住宅の簡易耐震工事にも助成を行うこと。

▽防災ラジオの導入を前倒し実施すること。

荒川区の基本姿勢として
▽憲法をくらしと区政のすみずみに生かし

た予算編成をおこなうこと。

▽区として、暮らしと経済を壊す来年10月

の消費税10％増税と75歳以上高齢者の医療

費値上げなど社会保障削減に反対すること。

こ
の
中
で
経
済
給
付
・
現
物
給
付
の

①
「
ふ
ろ
わ
り
」
拡
大
②
就
学
援
助
拡

大
③
子
ど
も
医
療
無
料

化
18
歳
④
教
材
教
具
公

費
負
担
拡
大
⑤
住
宅
・

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
５
事
業
（
下

線
部
）
で
約
５
億
円
の
予
算
で
す
。
荒

川
区
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
年
約
６

億
円
投
入
、
毎
年
の
決
算
も
20
〜
30
億

円
の
黒
字
で
全
額
を
基
金

（
貯
金
）
に
積
ん
で
い
ま

す
（
裏
面
参
照
）
。
問
題

は
何
を
優
先
す
る
か
と
い
う
、
政
治
の

あ
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

10月22日、北川副区長に要望書を手渡す



基金活用 起債 国補助 都補助 一般財源総事業費
ゆいの森 １１３ ３，８１７ ８３２ 0 ３，３７５ ８，１３７
サンパール（大規模改修） 0 １，９４３ １０７ 0 ５２６ ２，５７６
尾久八幡中学校 ９５２ ３，２０４ ２５４ 0 ２８７ ４，６９７
汐入東小学校 ３，１２７ １，５０６ ６４７ 0 ５１１ ５，７９１
峡田ふれあい館 0 ４１２ 0 ９６ ３１６ ８２４
南千住ふれあい館 0 ３４９ 0 ９４ ２４３ ６８６
町屋ふれあい館 0 ３６２ 0 ９４ ６７４ １，１３０
尾久ふれあい館 0 ５８４ 0 ９９ ３５０ １，０３２
石浜ふれあい館 0 ２５２ 0 ９４ １４９ ４９５
夕やけこやけふれあい館 0 ４５３ 0 ９４ ４４２ ９８９

合計 ４，１９２１２，８８１ １，８４０ ５７１ ６，８７３ ２６，３５７
構成割合 15.9% 48.9% 7.0% 2.2% 26.0% 100.0%

最近の主な公共施設建設＆大規模改修などの財源構成（単位：百万円）

※ふれあい館の都補助は児童館事業分

財政調整基金
義務教育施設
整備基金

公共施設整備
基金

その他
の基金

基金合計

２０１５年度 １５５億  ５５７万円 ４４億４７２９万円 ２０億１４５１万円 ２７９億６２３３万円
２０１６年度 １６８億  ２６０万円 ５７億３４１６万円 ３２億８６９５万円 ３２７億２９０３万円
２０１７年度 １７４億５６５７万円 ６３億６９２７万円 ３９億３０１３万円 ３５２億５０４４万円

荒川区の各年度末基金残高の推移

省略

※その他は、特別区債管理、災害対策、産業振興、健康・福祉、スポーツ振興、介護保険給付準
備の各基金合計

荒
川
区
の
基
金
（
区
の
貯
金
）
は
、

２
０
１
７
年
度
末
で
３
５
２
億
円
余
。

財
政
運
営
上
一
定
の
基
金
は
必
要
で

す
が
、
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

区
は
、
基
金
積
立
の
理
由
と
し
て
、

今
後
の
公
共
施
設
更
新
・
改
修
な
ど

の
対
応
と
し
て
い
ま
す
。
荒
川
区
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
今

後
40
年
間
の
公
共
施
設
の
更
新
・
改

修
費
用
に
つ
い
て
年
平
均
で
約
48
億

円
必
要
と
推
計
し
て
い
ま
す
（
下
グ

ラ
フ
）
。
し
か
し
日
常
的
に
公
共
施

設
の
保
守
・
保
全
を
し
っ
か
り
行
い
、

長
寿
命
化
し
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
平

準
化
さ
れ
費
用
の
縮
減
も
可
能
で
す
。

現
在
の
基
金
額
は
適
正
か
？

区
は
、
公
共
施
設
更
新
・
改
修
に

必
要
な
基
金
に
つ
い
て
明
確
な
額
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

施
設
更
新
と
改
修
で
は
多
少
財
源

が
違
い
ま
す
が
、
比
較
的
最
近
の
大

規
模
工
事
で
あ
る
ゆ

い
の
森
、
小
中
学
校

の
更
新
、
ふ
れ
あ
い

館
建
設
な
ど
は
、
総

事
業
額
２
６
３
億
円
、
う
ち
基
金
が

約
42
億
円
で
平
均
15
％
程
度
で
す
。

公
共
施
設
は
、
多
く
が
起
債
（
区
の

借
金
）
で
対
応
し
基
金
活
用
は
一
部

で
す
。
こ
れ
は
世
代
間
の
負
担
の
公

平
か
ら
み
て
も
当
然
で
す
。
ま
た
財

政
調
整
基
金
は
、
既
に
区
の
標
準
財

政
規
模
（
約
５
８
０
億
円
規
模
）
の

１
〜
２
割
が
適
正
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
状
の
３
割
は
や
は
り
過
剰

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
上
表
参
照
）
。

計
画
的
な
財
政
運
営
を
お
こ
な
え

ば
、
毎
年
の
決
算
剰
余
金
（
黒
字
分
）

の
一
部
な
ど
を
く
ら
し
応
援
に
ま
わ

す
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。

☆定例法律相談
毎月第１月曜･午後６時～８時
横山幸次区議事務所
☆次回は１２月３日（月）です
来年は、１月７日（月）を予定しています

ま
ち
の
話
題
は
…
あ
り
が
た
く
な
い

話
で
す
が
、
安
倍
内
閣
が
来
年
10
月
に

「
消
費
税
10
％
増
税
」
す
る
こ
と
に
対

し
様
々
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

「
社
会
保
障
の
た
め
だ
か
ら
」
と
い
う

方
も
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

方
で
も
「
家
計
が
大
変
に
な
る
」
な
ど

く
ら
し
の
不
安
が
語
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
安
倍
首
相
は
「
消
費
税
増
税
の
半
分

を
国
民
に
還
元
」
と
発
言
、
「
全
額
社

会
保
障
」
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
折
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

で
「
景
気
回
復
な
の
に
デ
フ
レ
マ
イ
ン

ド
な
ぜ
続
く
」
「
消
費
の
か
な
め
と
な
っ

て
き
た
40
代
前
半
の
男
性
正
社
員
の
月
々

の
賃
金
は
こ
の
10
年
で
約
５
万
円
（
年

間
60
万
円
）
下
が
り
社
会
保
障
も
先
行

き
不
安
。
こ
こ
に
対
策
と
る
必
要
あ
り
」

と
報
道
。
消
費
税
増
税
な
ど
で
き
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
横
山
幸
次
）

◎私たちは住民のくらしと命を守るネットワークを

もっています…いつでもご相談を
「定例法律相談」は月一回開催。くらし、子育て、医

療、介護、雇用、税金など、国会、都議会の共産党議員

団や各分野の専門家とも連携し、ごいっしょに解決のた

めに力をつくします。

※
こ
の
グ
ラ
フ
の
折
れ
線
の
下
が
公
共
施
設
、
上
が
イ
ン
フ

ラ
。
総
事
業
費
80
億
円
超
の
「
ゆ
い
の
森
」
の
よ
う
な
施
設

さ
え
作
ら
な
け
れ
ば
十
分
に
対
応
で
き
ま
す
。
な
お
、
区
の

計
画
は
、
建
物
本
体
寿
命
を
80
年
と
し
て
い
ま
す
。


